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熊
本
県
公
告
第
七
百
九
十
四
号

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
山
鹿
市
か

ら
意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
公

告
し
、
当
該
意
見
書
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

ニ
コ
ニ
コ
堂
山
鹿
店　

山
鹿
市
熊
入
町
字
西
田
一
七
二｜

一

二　

市
町
村
意
見
の
概
要

　
　

事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
る
廃
棄
物
は
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
。

三　

意
見
書
の
縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
期
間

　
　

熊
本
県
商
工
観
光
労
働
部
商
工
政
策
課
及
び
鹿
本
地
域
振
興
局
振
興
調
整
室

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
九
日
ま
で

熊
本
県
公
告
第
七
百
九
十
五
号

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十

年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

申
請
年
月
日

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
八
日

二　

名
称

　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
九
州
救
助
犬
協
会

三　

代
表
者
の
氏
名

　
　

永
野　

光
哉

四　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　
　

熊
本
県
熊
本
市
南
高
江
六
丁
目
八
番
二
十
四
号

五　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

　
　

こ
の
法
人
は
災
害
遭
難
者
に
対
す
る
人
命
救
助
に
関
す
る
事
業
と
医
療
福
祉
活
動
事
業
を
行
い
、
緊

　

急
人
命
救
助
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

熊
本
県
公
告
第
七
百
九
十
六
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
十
三
年
三
月
八
日
確
定
し
た
県
営
下
小
森
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
用
排
水
施
設
）
の
計
画
の
一

部
を
変
更
し
た
い
の
で
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類
と
と
も
に
こ
の
旨
公
告
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

事
業
計
画
変
更
の
概
要

　
　

県
営
下
小
森
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
用
排
水
施
設
）
計
画
変
更
概
要
書

二　

公
告
場
所

　
　

西
原
村
役
場

熊
本
県
公
告
第
七
百
九
十
七
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
十
三
年
三
月
八
日
確
定
し
た
県
営
宇
土
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
用
排
水
施
設
）
の
計
画
の
一
部

を
変
更
し
た
い
の
で
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類
と
と
も
に
こ
の
旨
公
告
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

事
業
計
画
変
更
の
概
要

　
　

県
営
宇
土
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
用
排
水
施
設
）
計
画
変
更
概
要
書

二　

公
告
場
所

　
　

西
原
村
役
場

熊
本
県
公
告
第
七
百
九
十
八
号

　

熊
本
市
平
山
土
地
改
良
区
理
事
長
黒
田
幸
人
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
平
山
土
地
改
良
区
の
解
散
に
つ
い
て

は
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
十

三
年
十
一
月
二
十
一
日
付
け
で
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子
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熊
本
県
公
告
第
七
百
九
十
九
号

　

県
営
う
て
な
台
地
地
区
第
二
工
区
土
地
改
良
事
業
（
区
画
整
理
）
施
行
に
係
る
換
地
計
画
を
定
め
た
の

で
、
次
の
と
お
り
当
該
換
地
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　

利
害
関
係
人
で
異
議
の
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
異
議

を
申
し
立
て
ら
れ
た
い
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

縦
覧
の
期
間　

平
成
十
三
年
十
二
月
三
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
十
四
年
一
月
四
日
ま
で

二　

縦
覧
の
場
所　

七
城
町
土
地
改
良
区
事
務
所

三　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　

１　

換
地
設
計
書

　

２　

各
筆
換
地
明
細
書

　

３　

清
算
金
明
細
書

　

４　

換
地
を
定
め
な
い
土
地
そ
の
他
特
別
の
定
め
を
す
る
土
地
の
明
細
書

熊
本
県
公
告
第
八
百
号

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
山
鹿
市
か

ら
意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
公

告
し
、
当
該
意
見
書
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ル
メ
ル
ク
ス
山
鹿　

山
鹿
市
方
保
田
字
鳥
越
三
四
六
二
番
一
ほ
か

二　

市
町
村
意
見
の
概
要

　
　

事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
る
廃
棄
物
は
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
。

三　

意
見
書
の
縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
期
間

　
　

熊
本
県
商
工
観
光
労
働
部
商
工
政
策
課
及
び
鹿
本
地
域
振
興
局
振
興
調
整
室

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
九
日
ま
で

熊
本
県
公
告
第
八
百
一
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
八
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
二

項
た
だ
し
書
の
許
可
に
係
る
公
開
の
意
見
の
聴
取
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

開
催
日
時　

平
成
十
三
年
十
二
月
六
日
（
木
）
午
後
二
時
か
ら

二　

開
催
場
所　

玉
名
市
築
地
二
三
〇
九
番
地　

築
地
公
民
館

三　

聴
取
事
項　

東
京
都
台
東
区
上
野
七
丁
目
一
四
番
四
号　

ダ
イ
ワ
ロ
イ
ヤ
ル
株
式
会
社
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
　

赤
土
勇
の
申
請
に
係
る
玉
名
市
築
地
字
修
理
田
一
五
八
番
一
、
同
一
五
九
番
一
、
同
一

　
　
　
　
　
　
　

六
一
番
三
、
同
一
六
三
番
、
同
字
大
坪
一
六
四
番
、
同
一
六
五
番
、
同
一
七
〇
番
一
、

　
　
　
　
　
　
　

同
一
七
一
番
、
同
一
七
三
番
、
同
一
七
四
番
及
び
同
一
七
六
番
に
お
い
て
物
品
販
売
店

　
　
　
　
　
　
　

舗
を
新
築
す
る
こ
と
に
つ
い
て

有
明
海
自
動
車
航
送
船
事
業
の
業
務
状
況
を
説
明
す
る
書
類
の
公
表
（
公
告
）

　

地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
四
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
有
明

海
自
動
車
航
送
船
事
業
の
業
務
状
況
を
説
明
す
る
書
類
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
明
海
自
動
車
航
送
船
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

管
理
者　

長
崎
県
知
事　

金　

子　

原
二
郎

一　

有
明
海
自
動
車
航
送
船
事
業
の
平
成
十
三
年
度
上
半
期
（
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
三
年

　

九
月
三
十
日
ま
で
）
に
お
け
る
業
務
の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

１　

事
業
の
概
要

　
　
　

当
期
に
お
け
る
輸
送
実
績
は
、
航
送
車
両
数
二
十
五
万
五
千
八
百
九
十
五
台
、
車
両
収
入
五
億
八

　
　

千
百
三
十
三
万
六
千
二
百
七
十
円
、
同
乗
旅
客
数
三
十
六
万
二
千
百
七
十
九
人
、
同
乗
旅
客
収
入
一

　
　

億
千
六
百
四
十
一
万
五
百
円
、
一
般
旅
客
数
五
万
九
千
六
百
五
十
三
人
、
一
般
旅
客
収
入
二
千
四
百

　
　

九
十
三
万
千
二
百
三
十
円
で
あ
る
。

　
　
　

こ
れ
を
前
年
度
同
期
に
比
較
す
る
と
、
航
送
車
両
数
六
千
四
百
七
十
一
台
（
二
・
五
％
）
の
減
、

　
　

車
両
収
入
千
八
百
九
十
一
万
千
二
百
六
十
円
（
三
・
二
％
）
の
減
、
同
乗
旅
客
数
一
万
七
千
六
百
七

　
　

十
九
人
（
四
・
七
％
）
の
減
、
同
乗
旅
客
収
入
六
百
一
万
七
百
二
十
円
（
四
・
九
％
）
の
減
、
一
般

　
　

旅
客
数
二
千
五
百
二
十
九
人
（
四
・
四
％
）
の
増
、
一
般
旅
客
収
入
二
十
二
万
六
百
六
十
円
（
〇
・

　
　

九
％
）
の
増
と
な
る
。

　

２　

職
員
数
（
平
成
十
三
年
九
月
三
十
日
現
在
）
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登　

載　

依　

頼



　
　
　

一
般
職
員　

二
十
八
人

　
　
　

船
舶
職
員　

六
十
一
人

　
　
　

合　
　

計　

八
十
九
人

　

３　

条
例
、
規
則
の
制
定
改
廃

　
　
　

な
し

　

４　

議
会
議
決
事
項

　
　
　

平
成
十
三
年
八
月
二
十
二
日
招
集
の
有
明
海
自
動
車
航
送
船
組
合
議
会
第
二
回
定
例
会
に
上
程

　
　

し
、
同
日
可
決
さ
れ
た
議
案
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

第
一
号
議
案　

建
設
改
良
積
立
金
の
目
的
外
使
用
に
つ
い
て

　
　
　

第
二
号
議
案　

平
成
十
二
年
度
有
明
海
自
動
車
航
送
船
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

５　

経
理
状
況

　
　
　
　

損
益
計
算
書　

別
表
一

（一）

　
　
　
　

貸
借
対
照
表　

別
表
二

（二）

二　

平
成
十
二
年
度
有
明
海
自
動
車
航
送
船
事
業
会
計
決
算
の
概
要

　
　

当
年
度
は
、
一
昨
年
に
大
幅
な
見
直
し
を
行
っ
た
「
経
営
健
全
化
計
画
」
に
則
り
、
徹
底
し
た
経
費

　

削
減
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
営
業
面
に
お
い
て
は
長
洲
・
多
比
良
両
港
の
二
層
式
可
動
橋
の
利
便
性
を

　

広
く
宣
伝
し
な
が
ら
、
一
航
海
当
た
り
車
両
一
台
の
増
加
を
目
指
す
「
ワ
ン
ア
ッ
プ
計
画
」
の
推
進
に

　

努
め
て
き
た
が
、
船
舶
の
主
燃
料
で
あ
る
Ａ
重
油
の
単
価
の
高
騰
や
県
可
動
橋
の
全
便
使
用
に
伴
う
使

　

用
料
支
払
い
の
増
加
の
影
響
は
大
き
く
、
営
業
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

　
　

当
年
度
の
事
業
収
支
は
、
事
業
収
益
が
十
四
億
千
三
百
五
十
九
万
九
十
一
円
、
事
業
費
が
十
四
億
五

　

千
二
百
十
六
万
五
千
七
百
六
十
三
円
で
差
引
き
三
千
八
百
五
十
七
万
五
千
六
百
七
十
二
円
の
純
損
失
と

　

な
っ
た
。

　
　
　

平
成
十
二
年
度
決
算
報
告
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
表
三

（一）

　
　
　

平
成
十
二
年
度
損
益
計
算
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
表
四

（二）

　
　
　

平
成
十
二
年
度
貸
借
対
照
表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
表
五

（三）

　
　
　

平
成
十
二
年
度
企
業
債
及
び
一
時
借
入
金
の
概
況　
　

別
表
六

（四）

　
　
　

平
成
十
二
年
度
固
定
資
産
明
細
書　
　
　
　
　
　
　
　

別
表
七

（五）
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